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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年12月21日(2017.12.21)

【公表番号】特表2016-537466(P2016-537466A)
【公表日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-066
【出願番号】特願2016-528209(P2016-528209)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   9/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   18/00     　　　Ｈ
   Ｃ０８Ｇ   18/10     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    9/12     　　　　
   Ｃ０８Ｇ  101:00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月7日(2017.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタン、ポリイソシアヌレート、またはポリ尿素発泡体であって、
Ａ）場合により、イソシアネート反応性化合物（ＮＣＯ反応性化合物）と、
Ｂ）直鎖状、分岐状、もしくは環状のＣ１～Ｃ６炭化水素類、直鎖状、分岐状、もしくは
環状のＣ１～Ｃ６（ハイドロ）フルオロカーボン類、Ｎ２、Ｏ２、アルゴン、および／ま
たはＣＯ２を含む群から選択される発泡剤であって、超臨界または近臨界状態にある発泡
剤Ｂ）と、
Ｃ）場合により、ポリイソシアネートと、
Ｄ）両親媒性イソシアネートと、
Ｅ）場合により、界面活性剤と、
Ｆ）場合により、さらなる補助／追加物質と
を含む混合物の反応から得ることができる、ポリウレタン、ポリイソシアヌレート、また
はポリ尿素発泡体。
【請求項２】
　両親媒性イソシアネートが、１～１８のＨＬＢ値を有する、請求項１に記載のポリウレ
タン、ポリイソシアヌレート、またはポリ尿素発泡体。
【請求項３】
　両親媒性イソシアネートの割合が、全組成の重量に対して、５～７０重量％である、請
求項１または２に記載のポリウレタン、ポリイソシアヌレート、またはポリ尿素発泡体。
【請求項４】
　成分Ａ）～Ｆ）が、下記重量百分率（重量％）で全組成中に存在する、請求項１～３の
いずれか一項に記載のポリウレタン、ポリイソシアヌレート、またはポリ尿素発泡体：
　　Ａ）０～６０重量％、好ましくは１０～６０重量％、
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　　Ｂ）２～４０重量％、
　　Ｃ＋Ｄ）２０～７０重量％（ここで、Ｃ）：Ｄ）の重量百分率の比は、０：１００～
７５：２５、好ましくは１：９９～７５：２５である）、
　　Ｅ）０～２０重量％、
　　Ｆ）０～１０重量％、
　　ここで、全ての割合の合計が１００重量％となる。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のポリウレタン、ポリイソシアヌレート、またはポ
リ尿素発泡体の製造方法であって、
　－　成分Ａ）、Ｂ）、Ｃ）、Ｄ）、および場合によりＥ）、および場合によりＦ）を含
む混合物を、密閉型内に導入する工程であって、該混合物が導入された後に、該密閉型が
、その内部容積および／またはその内部に行き渡る圧力が外力によって変更され得るよう
に設けられる工程と、
　－　成分Ａ）、Ｂ）Ｃ）、Ｄ）、および場合によりＥ）、および場合によりＦ）を含む
混合物を、０秒以上の所定の持続時間にわたって密閉型内に滞留させる工程と、
　－　密閉型の内部容積を増加させ、および／または密閉型の内部に行き渡る圧力を外力
によって低減させる工程と
を含む、方法。
【請求項６】
　－　請求項１～４の一項以上に記載の化合物Ａ）、Ｂ）Ｃ）、Ｄ）、および場合により
Ｅ）、および場合によりＦ）の混合物を、高圧下で提供する工程と、
　－　該混合物を吐出する工程であって、混合物中に行き渡る圧力が、吐出中に大気圧ま
で低減される工程と
を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載のポリウレタン、ポリイソシアヌレート、ま
たはポリ尿素発泡体の製造方法。
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